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研究成果の概要（和文）：本研究は、情報化時代に対応した新たな中国学の研究・教育基盤を確立することを目的に、
まず中国学を専攻する学生・大学院生・教員へのアンケート調査を実施して現状把握と分析を行った。その上で、中国
学デジタルリソースの情報集約と分析・評価、ITC活用による中国学専門教育・中国語教育および初年次教育の実践的
研究、中国学情報化に関連する法律問題、およびITC技術を活用した人文学研究方法等に関する研究を行った。研究期
間中、漢字文献情報処理研究会との連繋のもと、毎年2回のシンポジウム・学会を開催し、同会機関誌『漢字文献情報
処理研究』に継続的に研究成果を公表するとともに、研究成果図書を計4冊刊行した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, in order to establish new fundamentals of the Chinese 
studies (Sinology) in digital age, we have advanced these researches: Based on the questionnaire surveys 
to graduate students, postgraduates and teachers of the Chinese studies in Japan, we summarized and 
analyzed the information of the digital resources for the Chinese studies, and have conducted the 
practical researches on ICT-based education of Sinology, Chinese and first year education, as well as the 
legal aspects of the digitized Chinese studies and the methodology of the Digital Humanities. As a result 
of these researches, in collaboration with the Japan Association For East Asian Text Processing, we 
organized two symposia per year, published the research papers on the journal, and issued four books on 
these topics.

研究分野： 中国哲学・道教
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
中国学研究の情報化は、1990 年代後半より、

インターネットの普及とともに進展した。台
湾中央研究院の漢籍電子文に続き、中国で
『四庫全書』・『四部叢刊』電子版、中国基本
古籍庫などが続々と開発され、いまや中国古
典文献のかなりの部分が電子化され、検索で
きるようになっている。また Windows などの
OS、また Unicode などの文字規格の進化によ
って、パソコンでの多言語・多漢字処理が容
易になったこともあり、中国学におけるパソ
コン・インターネットの利用は進んでいる。 
しかし、現在の中国学研究におけるコンピ

ュータやデジタルリソースの活用方法は、多
くが文書作成にワープロソフトを利用し、単
純に字句を検索するというレベルに留まっ
ており、デジタルリソースを有効に活用でき
ているとは言い難い。一方、デジタル的分析
手法については情報の集約がなされておら
ず、分析手法の妥当性に対する検証も必ずし
も充分とはいえない。また、そうした文献分
析に用いるツールを使いこなすにはかなり
高度なコンピュータの知識が必要となる。 
かかる現状に鑑み、情報化時代に対応した

中国学研究方法を考究するとともに、その情
報集約と一般化をはかり、我が国中国学の新
たな研究基盤を確立するものとして、本研究
が着想された。 
 
２．研究の目的 
以上の認識に基づき、本研究は、以下の四

点に関する考究・開発を通じて、情報化時代
に対応した新たな中国学の研究・教育基盤を
確立することを目的とする。 
（１）中国学デジタルリソース情報の集約・
分析 テキストデータ・データベース製品・
文献画像データなど多種多様なデジタルリ
ソースに関する情報を幅広く収集し、情報化
時代に対応した資料調査方法を集積する。 
（２）中国学基礎共有コンテンツの整備 漢
字・熟語・固有名詞などの情報は、文献分析
に必須であるため、共有コンテンツとして整
理・公開されるべきである。このため、既存
データを集約・整理するとともに、著作権保
護期間の切れた辞書を入力し、共有コンテン
ツの充実を図る。また、中国学コンテンツの
公開に伴う著作権等の法律問題について、法
学者のアドバイスを受けつつ考究する。 
（３）電子テキスト分析方法の考究と分析ソ
フトの開発 中国学に限らず、広く日本学や
欧米人文学の成果を参照しつつ、さまざまな
電子テキスト分析方法・ツールの集約および
開発を行う。 
（４）情報化時代に対応した中国学・中国語
学教育方法の考究・実践 中国語教育や中国
学専門教育におけるコンピュータの有効な
活用方法を考案・検証するとともに、その基
礎的理論を考究する。また、（１）～（３）
の成果を踏まえつつ、情報化時代の中国学を
学ぶ学生・研究者にとって必要な教授内容・

カリキュラム等を検討し、本研究で考究する
次世代中国学研究基盤の定着と実用化を進
める。 
 
３．研究の方法 
本研究では、まず既存のデジタルリソース

やテキスト分析方法に関する情報の収集・整
理し、またアンケートを通じて中国学研究
者・大学院生・学生の情報リテラシーの実態
調査を行い、研究を遂行するための基礎を確
立する。その上で、研究目的達成のために研
究組織を A.デジタルリソースグループ、B.
テキスト分析グループ、C.情報化教育グルー
プに分けて研究を進める。 

A.デジタルリソースグループは、基本コン
テンツの整理・評価および公開を進める。こ
れとあわせて、学術情報の公表や共有コンテ
ンツの構築・利用など研究全体に関わる、著
作権等法律問題に関する検討を進める。 

B.テキスト分析グループは、内外の先行研
究から、情報化に対応した人文学研究方法を
収集し、収集された関連書籍・先行論文を検
討する。その上で、中国学の県級・教育に有
効な方法を選定もしくは開発する。その成果
を随時発表するとともに、研究・教育の場で
当該方法を実践、フィードバックすることで、
方法のブラッシュアップを行う。 

C.情報化教育グループは、まず研究代表
者・分担者の関連授業の事例を集約し、情報
化に対応したカリキュラムを策定する。その
上で、中国学専門教育や導入教育のための参
考書・教科書を制作する。また CAI について
は、最新のデジタルコンテンツ・ガジェット
などの教育への応用に関する情報とノウハ
ウの集積および先行研究・事例の収集・検討
を行い、その有効性を客観的に検証する。 
 
４．研究成果 
本研究では、研究期間を通じて、研究代表

者・分担者が運営する漢字文献情報処理研究
会との連繋のもと、毎年 2 回のシンポジウ
ム・学会を開催するとともに、同会機関誌『漢
字文献情報処理研究』（年刊）を通じて、研
究成果の公表とレビューを行った。 
初年度である平成 23 年度に中国学を専攻

する学部学生・大学院生・教員を対象にアン
ケート調査を実施、中国学関連の情報リテラ
シーおよび中国学教育情報化の状況把握に
つとめた。また、各種リソースに関する情報
の収集・整理を進めるとともに、各データお
よびソフトウエアの研究上の有効性の評価
を進め、その成果として『電脳中国学入門』
を刊行した。 
中国学教育情報化の検討を通じて初年次

教育の重要性が浮上してきたため、平成 24
年度に集中的に研究を進め、『大学で学ぼう 
知のスキルアップ』を刊行した。また平成 25
年度には、2013 年サマー・カンファレンス「大
学教養課程と ICT 教育」（2013 年 7 月 27 日、
北海道大学）を開催して、初年次教育および



中国語教育における ICT活用に関する情報の
発信・収集を行った。 
これらと併行して、インターネットを通じ

た学術情報発信、および ICT 対応授業におい
て重要になる著作権を始めとする法的問題
に関する分野横断的研究を進め、シンポジウ
ム「電子書籍時代のプラットフォームとコン
テンツ」（2011 年 7 月 31 日、慶應大阪リバー
サイドキャンパス）、同「デジタル書籍・著
作権に関する最新動向～これからの東アジ
アにおけるデジタル文化のために～」（2012
年 7 月 28 日、関西大学 CSAC）などを開催、
その成果を『人文学と著作権－研究・教育の
ためのコンプライアンス』としてとりまとめ
た。 
中国学デジタルリソースについては、『電

脳中国学入門』刊行後も情報の収集と整理を
継続的に行い、『漢字文献情報処理研究』の
特集「もっと『電脳中国学入門』」（第 12 号）、
「特集 2 東洋学論文検索指南」（第 14 号）
などの形で成果を公表するとともに、中国の
みならず日本・韓国・ベトナムなど各国の状
況に関して、講演や原稿を依頼して情報の収
集と整理を行った。また、中国古典電子テキ
ストやデータベースの評価基準や、自然言語
処理による文献分析方法などに関する検討
を進めた。さらに、共有デジタルリソースと
して『中国古今地名大辞典』を入力、仮公開
するとともに、漢籍国字解本『論語』の入力
を中国企業に委託し、漢文訓読文献のデジタ
ル化における技術的問題を検討した。 
中国語学教育における CAI については、

『漢字文献情報処理研究』第 12～16 号に事
例報告を掲載して広く情報の収集と発信に
努めるとともに、理論的な深化をはかった。 
最終年度である平成 27 年度には、2015 年

夏期公開シンポジウム「情報化時代における
中国学次世代研究・教育基盤を考える～漢情
研出版書籍の活用実践と評価～」を開催して、
本研究の成果図書の大学・大学院授業等での
活用についてフィードバックを受けた。それ
を踏まえて、大学・大学院の入門教育・専門
教育および語学教育における情報化対応の
あり方に関する知見を総合して論文として
公表するとともに、『論集：中国学と情報化』
として集大成した。 
以上を通じて、本研究の所期の目的は充分

に達成されたと考える。 
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